
小児科医を目指す研修医のための，小児医療研修に重点を置いた推奨コースです。

このような選択を行うことにより，大学一貫コースの2年目には，将来のキャリア・パスにつながる個性的な研修を計画することが可能です。

・個々の研修医の希望に応じて，小児科医・産婦人科医育成コースに準じたプログラムを用意します。

・周産期・小児医療センターとして関連診療科と連携し，包括的な小児医療を提供している大学病院の利点を最大限活かします。

・選択必修科目のうち，産婦人科は1年目に1か月間選択されるとよいでしょう。

・まず，小児科医を目指しています，と研修センターに相談してください。

提示した推奨コースに限らず，他のオプションも検討しましょう。
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　小児科研修では，総合診療・循環器・血液腫瘍・精神保健・新
生児に加え、外来研修（1週間）を用意しています。
　これらの選択肢の中から選んでいただきます。研修期間の長さ
によっては、すべて選択することも可能です。
（小児科医・産婦人科医育成コース参照）

関連科研修では，包括的な小
児医療に欠かせない診療科
（例えば，小児外科，精神科，
皮膚科，眼科，耳鼻科，放射線
診断科など）の中から，各自興
味がある科を選んでください。

小児
（総合診療・循環器・血液腫瘍・精神保健・新生児・外来）

整形外科小児科


